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暑さが去りやらぬ毎日ですが、朝夕には少しずつ秋の空気を感じられるように

なりました。これからの時期は、日没時間が早まり、ドライバーが歩行者などを認

識しづらくなる薄暮時間帯と仕事や学校からの帰宅時間が重なるため交通事故

の発生が多くなる傾向にあります。

夕暮れ時や夜間に外出する際は、明るい目立つ色の服を着て、反射材を着用

しましょう。交通事故を防ぐため『相手に気づいてもらう』ことが大切です。

車を運転するときは、早めのライト点灯とハイビームの活用を心がけましょう。

暗い道で対向車や先行車がいない場合は、前照灯を上向きにすることで、歩行者

などを遠くから発見することができます。

また、９月21日～30日までの10日間は、「秋の全国交通安全運動」が展開され、

重点項目でも「歩行者の安全な道路横断方法

等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の

衣服等の着用促進」「夕暮れ時の早めのライト

点灯やハイビームの活用促進」などが定め

られています。安全運転を心がけ、交通事故の

ない秋を過ごしましょう。


